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岩手県広田湾・唐丹湾で得られた柱状試料から見た津波起源堆積物の特徴
Characteristics of tsunami origin sediments sampled from Hirota and Toni bay around the
Sanriku cast, Japan.
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2011年 3月 11日の東日本大震災では東北地方太平洋沿岸域に甚大な被害をもたらせた。東海大学では「東北マリン
サイエンス拠点形成事業プロジェクト」の一環で JAMSTECとともに瓦礫マッピングを目的とした現地海洋調査を実施
した。この調査において底質環境を明らかにするために柱状採泥を行い、結果湾内における津波起源と思われる堆積物
に関連する情報が得られたので報告する。
　広田湾は北西-南東方向に直線的な軸を持ち、湾口 6kmで湾奥部は 3kmと徐々に狭まって発達する典型的なリアス

式の湾である。唐丹湾は全体的には東西方向 6km、湾口で 4km程度の比較的小さな湾であるが、湾口-湾中央部までは東
西性の軸を有し、湾中央-湾奥は北西-南東方向の軸に転向する湾である。
　広田-唐丹湾の湾で行った高分解能地層探査の結果、表層数 10cm-数ｍまで側方変化の激しい層が観察された。この

層を対象に行った採泥では、いずれの湾も水深 40ｍ付近まで表層 0?10cmに級化構造の明瞭な砂質堆積物及び表層 10cm
直下に木片を挟む薄層が数枚発達していた。そのため重力式柱状試料を採取するのが困難であり、バイブルコアリング
を実施した。広田湾では合計 6地点最大約 2m、唐丹湾で 6地点最大約 1ｍの柱状試料を採取することに成功した。
　広田湾では、表層下 10cmまで貝破片や木片を含む細粒砂から中粒砂堆積物が級化構造を呈して存在し、表層下 10

から 50cmの試料中には貝破片や木片を含む粗粒堆積物が下位層を削り込みながら堆積しているのが確認され、津波起源
の堆積物であると推定された。最大 2mの試料においては、表層下 0から 20cmに貝破片や木片を含む粗粒から礫質堆積
物が下位層を削り込みながら堆積しているのが確認され乱泥流堆積物の特徴が観察される。50から 130cm付近まで塊状
の細粒砂からシルト質の堆積物が続くが、130cmから再度中粒から粗粒砂質の堆積物が出現してくる事から、下位の砂
質堆積物は過去の津波起源堆積物の可能性がある。
　唐丹湾では、高分解地層探査により明瞭な津波起源堆積物と思われる層が谷軸部に最大 1-2m観察されている。これ

に対応して採取したコアでは、表層下 10cm直下に木片を挟む層が分布し、それ以下は 50cm付近まで中粒から粗粒砂が
存在し、50から 60cmは貝殻片-木片や礫の混じった粗粒堆積物が下位の赤色シルト層と削り込み構造を呈しつつ接して
いのが確認され、乱泥流堆積過程を呈していると推定される。
　両湾とも下位に貝殻片や礫を含んだ粗粒堆積層が下位の塊状シルト層を削り込みながら堆積しする乱泥流堆積過程

が確認される事から、これらの砂から礫質堆積物は津波起源の堆積物であると推定される。
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